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ニューロンは如何にして固有の受容領域を

獲得し、それを維持・管理するのか？

私達の脳内では1,000億個ものニューロンが、軸索と樹状突起という構造・機能的に異なる２種の神経突起を
正確に配線することにより、神経ネットワークを構築しています。私達が健康な神経活動を続けるためには、
ネットワークが出来上がるだけでは不十分であり、その大まかな構造が一生に渡り維持されることが大切です。
一方で、局所的な回路の切り替えが起きることは記憶・学習などメモリーに不可欠であると言われています。神
経回路の維持と再編のバランスはどのように決定されるのでしょうか？榎本先生たちのグループは、ショウジョ
ウバエ感覚ニューロンをモデルとして、その受容領域の決定・維持・再編という各階層において、どのような細
胞・分子機能が働いているのかを明らかにすべく、イメージング・遺伝学・ケミカルバイオロジーを駆使して網羅
的な解析を行なっておられます。本セミナーでは、とくに樹状突起の維持機構と再編機構について最近のデー
タを交えてお話して頂く予定です。
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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